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広 　報

今月の掲載記事
上江小中学校新校舎完成～新たな一貫教育スタート～
平成 28 年度　えびの市心のふるさと寄附金寄附状況
えびの市の財政状況をお知らせします
CIVIC NEWS
まちのわだい
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【取得用地面積】6,800㎡
【学校敷地の広さ】19,340㎡

○中学部新校舎
【延べ床面積】1,011.67㎡
【構造】鉄筋コンクリート造（2 階建て）

○技術室棟
【延べ床面積】226.8㎡
【構造】木造（2 階建て）

■総事業費　　約 5 億 9 千万円
工事請負費・用地取得・測量・設計費用等
このうち約 1 億 4 千万円は、文部科学省・防衛省の補助金を活用

事業概要

② ③

④ 上江小中学校新校舎完成
　　　　     ～新たな一貫教育スタート～

①

　

上
江
小
学
校
敷
地
内
に
、
上
江
中
学
校
新

校
舎
が
建
設
さ
れ
、
4
月
10
日
に
上
江
小
中

学
校
新
校
舎
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
で
は
、
古
川
康
二
校
長
の
あ
い
さ

つ
や
新
校
舎
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
の
上
映
、
生

徒
代
表
あ
い
さ
つ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

代
表
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
中
学
3
年
の
堂
領

豊と
よ
き喜
さ
ん
は
、「
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、

大
切
に
使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
将
来
の
誇

り
に
な
る
よ
う
、
輝
き
の
あ
る
学
校
生
活
を

送
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

上
江
小
中
学
校
の
施
設
整
備
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
3
年
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
、
小
学
校
の
北
側
を
駐
車

場
の
用
地
、
南
側
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
用

地
と
し
て
取
得
し
、
造
成
工
事
や
校
舎
の
設

計
等
を
行
い
ま
し
た
。平
成
27
年
度
は
、プ
ー

ル
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
28
年

度
に
は
、
7
月
初
め
に
中
学
部
校
舎
と
技
術

室
棟
の
建
設
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
着
工
し

ま
し
た
。
秋
に
は
、
小
学
部
校
舎
の
空
調
設

置
に
関
す
る
補
助
金
の
交
付
も
決
ま
り
、
中

学
部
校
舎
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
小
学
部
校

舎
の
空
調
を
整
備
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
の

3
月
に
は
、
全
て
の
施
設
が
完
成
し
、
事
業

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

同
小
中
学
校
は
、
施
設
完
成
に
伴
い
、
今

年
度
か
ら
小
中
合
同
で
入
学
式
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
卒
業
式
も
合
同
で
行
う
予
定

で
す
。
こ
れ
ま
で
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た

小
中
合
同
の
運
動
会
も
、
新
し
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
音
楽
と
書
写
の
授
業
を

小
中
同
じ
教
員
が
教
え
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
理
科
の
授
業
が

加
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
施
設
の
特
色

を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

問
市
学
校
教
育
課
総
務
係

☎
35
‐
３
７
２
１
（
課
直
通
）

①各学年クラス前の廊下 ②落成式で代表あいさつを行
う中学 3 年の堂領豊喜さん ③靴箱 ④理科室
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え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
持
つ
人
や
、
え
び
の
市

の
発
展
を
願
う
人
の
思
い
を
寄
附
金
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

返
礼
品
の
贈
呈
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

受
け
付
け
を
取
り
入
れ
、
平
成
28
年
度
は
、

昨
年
度
の
約
7
倍
5
億
8
０
０
０
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴

平成 28 年度事業別寄附件数と金額

平成 28 年度に寄附金を活用した事業

事業の種類 件数 金額
地域福祉の充実などに関する事業 3,969 件 93,650,000 円
自然環境の保全などに関する事業 3,175 件 72,940,000 円
伝統文化の保存などに関する事業 858 件 19,780,000 円
その他市長が必要と認める事業 16,873 件 394,292,000 円

合計 24,875 件 580,662,000 円

事業名 金額
地域支援事業（百歳体操） 4,179,000 円
老人福祉センター運営事業 5,912,000 円
総合福祉センター運営等補助事業 2,576,000 円
地域福祉推進補助事業 328,000 円
高齢者の生きがいと健康づくり事業 501,000 円
子ども・子育て支援事業（障害児保育・病後児保育） 4,705,000 円
浄化槽設置整備補助事業 8,712,000 円
塵芥処理事業 3,986,000 円
みどりの少年団育成補助事業 62,000 円
郷土芸能発表事業 100,000 円
電子絵本製作委託事業 972,000 円
テント設営事業（産業文化祭） 1,348,000 円
消防団運営事業（消防団訓練等会場整備） 8,638,000 円
京町温泉夏祭実行委員会補助事業 1,000,000 円
えびの京町温泉マラソン大会実行委員会補助事業 4,500,000 円
30 人学級事業 35,333,000 円
合計 82,852,000 円

ふ
る
さ
と
へ
の
温
か
い
思
い
に
感
謝

平
成
28
年
度
　
え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
附
金
寄
附
状
況

重
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄

附
は
「
心
の
ふ
る
さ
と
基
金
」
に
積
み
立
て
、

寄
附
者
の
意
向
に
沿
っ
た
事
業
に
活
用
し
て

ま
い
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
天
で
の
受
け
付
け
を
開
始

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
寄
附
受
け
付
け
が

「（
株
）
さ
と
ふ
る
」
に
続
き
、「
楽
天
（
株
）」

1 億

5 億

82,852,000 円

寄附額の推移

で
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

返
礼
品
の
充
実

　

え
び
の
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
返
礼
品
の

内
容
の
検
討
・
追
加
を
行
い
、
特
色
の
あ
る

魅
力
的
な
返
礼
品
を
取
り
そ
ろ
え
、
充
実
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
人
に
え
び
の
市
を
応
援
し
て

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

平成 27 年度 平成 28 年度

580,662,000 円

　

寄
附
金
は
寄
附
者
が
賛
同
い
た
だ
け
る
事

業
に
翌
年
度
以
降
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
次
の
事
業
な
ど

に
活
用
し
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
充
実
な
ど
に
関
す
る
事
業　

■
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
、
社
会
活
動
参
加
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
高
齢
者
交
流
プ
ラ
ザ
の
運
営

事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
、
え
び
の
市
の

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

社
会
福
祉
法
人
え
び
の
福
祉
会
が
運
営
す

る
「
加
久
藤
乳
児
保
育
園
病
後
児
ハ
ウ
ス
さ

く
ら
ん
ぼ
」
の
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
児
童
が
病
気
の
回
復
期
に
、

入
院
の
必
要
は
な
い
が
集
団
生
活
が
困
難
で

あ
り
、
保
護
者
の
勤
務
等
の
都
合
に
よ
り
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
児
童
を
お
預
か

り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
専
属
の
看
護
師
・
保
育
士
が
お
世

話
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
事
業

■
み
ど
り
の
少
年
団
育
成
事
業

　

次
の
世
代
を
担
う
青
少
年
の
緑
化
活
動
の

中
核
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
み
ど
り
の
少

年
団
は
、
木
と
ふ
れ
あ
い
、
み
ど
り
を
守
り

育
て
る
心
を
育
成
す
る
活
動
で
す
。
そ
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
活
用
し
ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
保
存
な
ど
に
関
す
る
事
業

■
電
子
絵
本
製
作
委
託
事
業

　

平
成
30
年
に
島
津
義
弘
の
没
後
4
0
0

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
島
津
義
弘
の
人
物

像
や
史
実
を
カ
タ
チ
に
残
し
、
語
り
継
い
で

い
く
電
子
絵
本
を
製
作
し
、
市
内
学
校
お
よ

び
観
光
施
設
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
を
愛
す

る
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、
市
内
外
へ
え
び

の
市
の
史
跡
や
史
実
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

■
消
防
団
運
営
事
業

　

市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
消
防
団
が
火

災
消
火
を
想
定
し
た
基
本
操
作
の
訓
練
や
消

防
操
法
大
会
を
行
う
た
め
の
会
場
整
備
な
ど

に
活
用
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
3
7
1
3
（
直
通
）

高齢者交流プラザ等の運営に活用しました

病後児ハウスさくらんぼの運営に活用しました

消防操法大会会場整備に活用しました

島津義弘の電子絵本を製作しました

○寄附者からのメッセージ（一部抜粋）

・まちの様子をネットで拝見しました。自然のきれいさに、ドキッとしました。

・一度、列車でえびのを通ったことがあります。素晴らしい景色だったことを覚えてい

ます。

・おいしいお米はと聞くとわたしの周りの人はみんな、えびの産だと教えてくれました。

そのおいしいお米のために、えびのを選びました。 

・えびの市で生まれ育ちました。えびの市全体で文化や観光をまとめて発展させてもら

いたいです。人がえびのに行きたいと思ったり、えびののものを食べたいと思ってくれ

るような、アピールを続けていただきたいです。応援しています。
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予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 4,506,527,000 円 4,506,527,000 円 100.0％

市税 1,915,046,000 円 1,936,000,276 円 101.1％

国庫支出金 2,296,465,000 円 1,912,143,930 円 83.3％

県支出金 1,347,179,000 円 856,129,414 円 63.5%

繰越金 405,515,000 円 405,515,905 円 100.0％

市債 1,304,015,000 円 340,315,000 円 26.1％

諸収入 313,233,000 円 240,746,974 円 76.9%

その他 2,123,874,000 円 2,172,854,489 円 102.3％

合計 14,211,854,000 円 12,370,232,988 円 87.0％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しく行うべき事務を遂行で
きるよう、一定の基準により国を通じて交付されるお金

【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産
税などの税金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【繰越金】前年度から繰り越されたお金
【諸収入】市の預金利子や各種貸付金の元利収入
【その他】財産収入や使用料および手数料、寄附金、国から

の各種交付金など

歳
入
（
収
入
）

　平成 29 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお金
の残金）は、次のとおりです。
　なお、平成 28 年度の一時借入金（年度内の支払資金不足
を補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　平成 29 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、5 億 3,220 万 5,072 円で、これ
を市民一人あたり（平成 29 年 3 月 31 日現在住民基本台帳
人口 20,055 人）にすると、約 2 万 6,537 円となります。
　一世帯あたり（平成 29 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世
帯数 9,898 世帯）では、約 5 万 3,769 円となります。

市民一人あたり

26,537 円

問市財政課財政係
☎ 35-3716（課直通）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 4,414,376,491 円 4,091,004,234 円 92.7％

総務費 2,903,017,000 円 1,708,222,641 円 58.8％

土木費 1,397,523,000 円 1,106,618,067 円 79.2%

教育費 1,358,089,844 円 1,066,662,323 円 78.5％

衛生費 1,059,560,000 円 874,788,059 円 82.6％

農林水産業費 1,290,731,000 円 874,425,248 円 67.7%

公債費 741,478,000 円 741,477,439 円 100.0％

その他 1,047,078,665 円 924,828,672 円 88.3％

合計 14,211,854,000 円 11,388,026,683 円 80.1％

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な方のために使われ
る経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【公債費】市の借入金の返済のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守る

ために使われる経費
【農林水産業費】農業、畜産の振興のために使われる経費
【教育費】学校、体育施設や文化財などの整備や、教育の振

興のために使われる経費
【土木費】道路建設や公園の整備などに使われる経費
【その他】市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使

われる経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別 4,049,488 3,654,639 4,049,488 3,605,016

後期高齢者医療特別 634,759 631,503 634,759 630,751

介護保険特別 3,214,594 3,137,581 3,214,594 2,889,645

合計 7,898,841 7,423,723 7,898,841 7,125,412

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 7,081,347

水道事業会計 1,659,636

病院事業会計 18,029

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり

53,769 円

　

平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
４
２
億
１
１
８
５
万
４
０
０
０

円
（
う
ち
平
成
27
年
度
か
ら
の
繰

越
額
3
億
３
０
０
６
万
６
０
０
０

円
）
に
対
し
て
、
支
出
済
額

１
１
３
億
８
８
０
２
万
６
６
８
３

円
で
、
支
出
率
80
・
1
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
40
億
９
１
０
０
万
４
２
３

４
円
で
、
次
に
総
務
費
の
17
億
８

２
２
万
２
６
４
１
円
、
土
木
費
の

11
億
６
６
１
万
８
０
６
７
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
（
支
出
）

　　

平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
の

収
入
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
４
２
億
１
１
８
５
万
４
０
０
０

円
（
う
ち
平
成
27
年
度
か
ら
の
繰

越
額
3
億
３
０
０
６
万
6
０
０
0

円
）
に
対
し
て
、
収
入
済
額

１
２
３
億
７
０
２
３
万
２
９
８
８

円
で
収
入
率
87
・
0
％
で
す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
の
45
億
６
５
２
万
７

０
０
０
円
で
、
次
に
市
税
19
億
３

６
０
０
万
２
７
６
円
、
国
庫
支
出

金
の
19
億
１
２
１
４
万
３
９
３
０

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

平
成
29
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

地
方
交
付
税

市
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

繰
越
金

市
債

諸
収
入

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

収
入
済
額

～

民
生
費

総
務
費

土
木
費

農
林
水

産
業
費

教
育
費

衛
生
費

公
債
費

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

支
出
済
額

～
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動
画
は
、
同
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（https://w

w
w

.yushittam
aran.jp/

）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

　

な
お
、
写
真
等
の
募
集
は
引
き

続
き
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
気
に
入

り
の
1
枚
を
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
事
業
収
入
を
財
源

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

問
市
企
画
課
定
住
対
策
係

☎
35
‐
３
７
１
３（
直
通
）

魅
力
が
詰
ま
っ
た
動
画
完
成

ゆ
し
っ
た
ま
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
ゆ
し
っ
た
ま
ら
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」（
委
員
長
上
水
流
秀

明
）で
は
、
え
び
の
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

動
画
は
、
え
び
の
の「
ゆ
し
っ

た
ま
ら
ん
！
（
い
い
ね
）」と
感
じ

る
瞬
間
を
撮
影
し
た
写
真
や
動
画

を
同
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募

集
し
、
投
稿
さ
れ
た
写
真
等
を
活

用
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
な
ら
で
は
の
風
景
や

人
々
の
温
か
さ
を
感
じ
、
え
び
の

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

ショート Ver とロング Ver の 2 種類があります

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

市
に
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
７
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

お
り
、
人
権
相
談
や
人
権
啓
発
活

動
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権

を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
内
に
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

　

な
お
、
相
談
は
、
事
前
に
予
約

も
で
き
ま
す
の
で
、
市
総
務
課
人

権
啓
発
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
特
設
人
権
相
談
所

【
開
設
日
】
毎
月
第
1
水
曜
日

（
5
月
・
1
月
は
第
2
水
曜
日
、

6
月
は
第
1
木
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
市
役
所
本
庁
2
階
（
2

‐
1
会
議
室
）

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
０
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談

6
月
1
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

【
対
象
者
】市
内
外
の
創
業
予
定
・

新
事
業
展
開
を
検
討
中
の
人

【
受
講
料
】無
料

【
定
員
】30
人

【
申
込
方
法
】市
商
工
会
へ
申
込
書

を
持
参
す
る
か
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】6
月
28
日（
水
）

【
申
込
先
】え
び
の
市
商
工
会

☎
35
‐
１
５
４
４

フ
ァ
ッ
ク
ス 

35
‐
２
６
４
４

問
市
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
・
商

工
振
興
室

☎
35
‐
３
７
２
７（
直
通
）

創
業
・
起
業
・
独
立
開
業
の
第
一
歩

え
び
の
創
業
塾

　

え
び
の
創
業
塾
は
、
創
業
の
準

備
・
初
期
段
階
に
必
要
な
知
識
の

習
得
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
磨
き

上
げ
、
起
業
家
マ
イ
ン
ド
の
育
成

な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
担
当
講
師
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
で
、
あ
な
た
の
起
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
同
塾
を
受
講
し
た
人
は

市
が
交
付
す
る「
特
定
創
業
支
援

事
業
証
明
書
」に
よ
り
、
株
式
会

社
を
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許
税

の
軽
減
や
信
用
保
証
枠
の
拡
大
な

ど
の
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

創業塾で講師の話を聞く参加者

昨年 6 月に行われた人権啓発活動

回数 開催日時 開催場所 テーマ 講師

第 1 回 7 月 2 日（日）
9：00 ～ 16：30 市商工会

オリエンテーション 市商工会

創業に向けての基礎知識、
創業ビジョンとビジネスモ
デル、ビジネスプランの作
成準備

株式会社オリナス
代表取締役　谷口行利氏

第 2 回 7 月 9 日（日）
9：00 ～ 16：00 起業支援センター

マーケティングの基礎知識、
販売促進、営業、販売戦略、
店舗レイアウト

（株）NETVision
代表取締役　児玉孝之氏

第 3 回 7 月 16 日（日）
9：00 ～ 16：00 起業支援センター

マーケティングの基礎知識、
販売促進、営業、販売戦略、
店舗レイアウト

（株）NETVision
代表取締役　児玉孝之氏

第 4 回 7 月 23 日（日）
9：00 ～ 17：00 市商工会

創業に必要な会計知識、創
業に必要な諸手続き、税金
について

山下惠朗税理士事務所
山下惠朗氏

人を雇用するためのルール 福留社会保険労務士事務所
福留重實氏

資金調達と公的支援制度に
ついて

株式会社オリナス
代表取締役　谷口行利氏

第 5 回 7 月 30 日（日）
9：00 ～ 17：00 市商工会 ビジネスプランの作成、発

表
株式会社オリナス

代表取締役　谷口行利氏

●えびの創業塾日程表
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子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
目
指
す

小
・
中
学
校
教
職
員
新
任
式
、
一
貫
教
育
に
係
る
各
部
会
等
な
ら
び
に
市
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
等
委
嘱
状
交
付
式

　

4
月
11
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
平
成
29
年
度
小
・
中
学
校
教
職

員
新
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に

え
び
の
市
の
教
職
員
に
な
っ
た
39

人
（
校
長
3
人
、
教
頭
2
人
、
教

諭
18
人
、
養
護
教
諭
3
人
、
講
師

12
人
、
事
務
主
査
1
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
式
で
、
松
元
國
治
教
育
委
員

は
「
子
ど
も
に
向
き
合
っ
て
、
新

し
い
風
を
吹
か
す
た
め
に
、
一
層

尽
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
、
後

藤
正
裕
校
長（
加
久
藤
小
）は
、「
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
地
域
に

根
ざ
し
た
教
育
を
行
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
1
日
、
市
役
所
で
、

平
成
29
年
度
え
び
の
市
一
貫
教
育

に
係
る
各
部
会
等
な
ら
び
に
え
び

の
市
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
等

委
嘱
状
交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
委
嘱
状
の
交
付
を
と

お
し
て
各
部
会
の
構
成
員
や
ス
ー

パ
ー
テ
ィ
チ
ャ
ー
等
に
意
識
付
け

を
図
る
と
と
も
に
、
一
貫
教
育
の

充
実
に
資
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

委
嘱
を
受
け
た
の
は
、
学
力
向

上
推
進
部
会
、
英
語
教
育
推
進

部
会
、
道
徳
の
教
科
化
推
進
部

会
、
市
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
4

部
会
37
人
、
え
び
の
市
ス
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
4
人
、
え
び
の
市

授
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
4
人
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
委

嘱
さ
れ
た
荒
木
裕
志
主
幹
教
諭

（
加
久
藤
小
）
は
「
子
ど
も
の
学
力

向
上
の
た
め
、
分
か
り
や
す
い
授

業
の
進
め
方
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
３
７
２
１
（
課
直
通
）

新任式で誓いの言葉を述べる後藤校長

今年度新たに 39 人がえびの市の教職員になりました

市スーパーティーチャーの委嘱状を受ける荒木主幹教諭

4 部会 37 人が委嘱を受けました

え
び
の
で
新
た
な
作
品
を

「
映
画
に
し
た
い
話
」
授
賞
式

　

4
月
24
日
、
市
役
所
で
、
え
び

の
映
画
祭
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る「『
映
画
に
し
た
い
話
』授
賞
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
ぷ
ら
い
ど
21
助

成
金
を
活
用
し
て
、
え
び
の
市
出

身
の
故
・
黒
木
和
雄
監
督
の
作
品

上
映
会
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
応
募
は
、
黒
木
監

督
に
よ
っ
て
平
成
13
年
に
撮
影
さ

れ
た
「
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ
」
に

続
く
新
た
な
え
び
の
ロ
ケ
の
た
め

に
、
市
民
の
体
験
や
創
作
を
「
映

画
に
し
た
い
話
」
と
し
て
募
集
し
、

入
選
作
を
脚
本
化
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
数
は
、
市
内
外
か
ら

14
作
品
で
し
た
。入
選
作
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
3
作
品
が
佳

作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
の
は
、
汐
満
孝
一
郎

さ
ん
の
「
牛
越
え
」、
袴
田
優ゆ

う
あ杏
さ

ん
の
「
星
が
綺
麗
だ
と
思
っ
た
。」、

阿
部
百
合
子
さ
ん
の
「
キ
リ
シ
マ

に
吹
く
風
」
の
3
作
品
で
す
。

　

今
後
は
、
黒
木
監
督
に
師
事
し

て
い
た
後
藤
幸
一
監
督
が
、
こ
の

3
作
品
を
中
心
に
、
え
び
の
市
に

住
む
人
々
を
テ
ー
マ
に
し
た
群
像

劇
と
し
て
、
脚
本
を
作
り
、
来
年

の
夏
に
撮
影
、
再
来
年
の
上
映
を

目
指
し
て
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

授
賞
式
で
は
、
後
藤
監
督
か
ら

受
賞
者
に
、
表
彰
状
と
入
賞
賞
品

の
市
内
特
産
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。後
藤
監
督
は
、「
応
募
作
品
を

読
ん
で
、
皆
さ
ん
の
え
び
の
を
愛

す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

え
び
の
市
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作

品
を
作
る
喜
び
を
味
わ
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

表彰を受けた阿部さん、袴田さん、汐満さん

18
年
間
の
活
動
に
感
謝

行
政
相
談
委
員
感
謝
状
伝
達
式

　

4
月
13
日
、
市
役
所
で
「
行
政

相
談
委
員
感
謝
状
伝
達
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。18
年
間
相
談
委
員

を
務
め
た
永
田
萌
子
さ
ん
に
、
宮

崎
行
政
評
価
事
務
所
の
髙
橋
慎
弥

所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
が
国
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
対
し
て
、
公
正
中
立

な
立
場
で
解
決
を
促
進
す
る
た
め

の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

永
田
さ
ん
は
、
平
成
11
年
か
ら

行
政
相
談
委
員
を
務
め
、
こ
の
ほ

ど
退
任
し
ま
し
た
。

　

永
田
さ
ん
は
、「
相
談
を
受
け

た
人
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
も
ら
っ

た
時
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
良
い

思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
す
。喜
び

が
あ
っ
た
か
ら
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
行
政
相
談
委
員
は
、
藤

崎
典
子
さ
ん
（
水
流
）
で
す
。
行

政
相
談
所
は
毎
月
第
1
水
曜
日
に

開
設
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）

感謝状を受け取る永田萌子さん

行政相談委員の藤崎典子さん、馬越脇泰二さん
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え
び
の
市
の
未
来
を
決
め
る
一
票
で
す

9
月
24
日
は
え
び
の
市
議
会
議
員
選
挙
と
え
び
の
市
長
選
挙
の
投
票
日

　

9
月
24
日
（
日
）
は
、
え
び
の

市
議
会
議
員
選
挙
と
え
び
の
市
長

選
挙
の
投
票
日
で
す
。

 

今
後
4
年
間
の
え
び
の
市
政

を
託
す
大
変
重
要
な
選
挙
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
、
自
分
の
考

え
に
近
い
候
補
者
に
投
票
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
あ
な
た
の
意
見
が
え

び
の
市
政
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

え
び
の
市
の
未
来
を
決
め
る
一

票
で
す
。棄
権
す
る
こ
と
な
く
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
既
に
決
定
し
て
い
る

事
項
や
立
候
補
を
考
え
て
い
る
人

へ
の
注
意
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
投
票
期
日
】

9
月
24
日
（
日
）

【
投
票
日
の
投
票
時
間
】

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時

【
投
票
場
所
】

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所

【
投
票
で
き
る
人
】

え
び
の
市
に
居
住
の
あ
る
18
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
あ
り
、
か
つ
平

成
29
年
9
月
16
日
時
点
で
3
カ
月

以
上
住
民
登
録
が
あ
る
人

【
投
票
所
入
場
券
】

　

投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
式
）

は
、
有
権
者
1
人
に
つ
き
1
枚
届

き
ま
す
。
投
票
時
に
は
、
投
票
所

入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
後
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
理
由
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。そ
の

場
合
に
も
投
票
所
入
場
券
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
に
は
、
裏
面
部

分
に
「
期
日
前
投
票
用
紙
請
求
書

兼
宣
誓
書
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

期
日
前
投
票
で
は
、
こ
の
宣
誓

書
を
記
入
後
、
投
票
の
受
付
を
行

い
ま
す
。ご
自
宅
で
事
前
に
こ
の

宣
誓
書
を
記
入
す
る
こ
と
で
、
受

付
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
期
間
】

平
成
29
年
9
月
18
日
（
月
）
か
ら

9
月
23
日
（
土
）

※
祝
日
（
18
日
、
23
日
）
も
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
時
間
】

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時

【
期
日
前
投
票
所
の
場
所
】

え
び
の
市
役
所
本
庁
1
階
1
‐
1

会
議
室

■
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
等
で
長
期
不
在
の

た
め
え
び
の
市
の
投
票
所
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
一

時
滞
在
地
や
指
定
さ
れ
た
病
院
等

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
一
時
滞
在
地
で
投
票
】

　

え
び
の
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
、

直
接
ま
た
は
郵
便
で
投
票
用
紙
を

請
求
し
ま
す
。交
付
さ
れ
た
投
票

用
紙
な
ど
を
持
参
し
て
、
近
く
の

選
挙
管
理
委
員
会
へ
行
き
投
票
し

ま
す
。

【
指
定
病
院
等
で
投
票
】

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
し
た

施
設
な
ど
に
入
院
、
入
所
中
で
あ

れ
ば
、
そ
の
指
定
病
院
な
ど
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。投
票
用

紙
の
請
求
は
、
入
院
、
入
所
中
の

指
定
病
院
等
を
通
じ
て
行
い
ま
す

が
、
自
分
で
直
接
請
求
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

■
選
挙
公
報

　

選
挙
告
示
後
に
選
挙
公
報
を
お

届
け
し
ま
す
。候
補
者
の
主
義
主

張
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
す
る
人
を
決
め
る
う
え
で
の

一
つ
の
情
報
源
と
な
り
ま
す
。

　

選
挙
公
報
は
、
立
候
補
締
め
切

り
（
9
月
17
日
）
後
、
印
刷
・
仕

分
作
業
を
行
っ
て
か
ら
発
送
し
ま

す
。
手
元
に
届
く
の
が
週
末
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
期
日
前

投
票
を
早
く
行
い
た
い
人
や
早
く

選
挙
公
報
を
読
み
た
い
人
は
、
期

日
前
投
票
所
や
飯
野
・
真
幸
出

張
所
等
で
取
得
で
き
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
に
も

掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
立
候
補
を
考
え
て
い
る
人

　

立
候
補
説
明
会
を
8
月
上
旬
に

行
う
予
定
で
す
。

　

説
明
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
市
広
報
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
り
7
月
上
旬
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　

後
援
会
を
作
り
政
治
活
動
を
行

う
場
合
に
は
、
県
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
設
立
の
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。届
出
を
行
う
ま
で

は
、
後
援
会
が
行
う
収
入
支
出
を

伴
う
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

政
治
活
動
は
、
立
札
・
看
板
の

類
の
掲
示
な
ど
一
部
の
制
限
を
除

き
、
原
則
自
由
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
選
挙
運
動
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。選
挙

運
動
を
行
え
る
期
間
は
、
告
示
日

の
9
月
17
日
、
立
候
補
届
が
受
理

さ
れ
た
時
か
ら
投
票
日
前
日
の
9

月
23
日
ま
で
で
す
。

　

選
挙
に
関
す
る
こ
と
で
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
3
7
3
2
（
直
通
）

投票所入場券の裏面に宣誓書が印刷され
ています。届いたハガキをゆっくりと開
いてください。

③届いた書類一式を持って、近く
の選挙管理委員会へ行き、投票す
る。

②投票用紙を受け取る。

①投票用紙を請求する。
えびの市のホームページで申請書をダウンロードできます。
自ら記入したものを郵送してください。
※電子メールやファックスでの請求はできません。

投票を受け付けた
選挙管理委員会が
投票済みの投票用
紙をえびの市へ郵
送。

※不在者投票は郵送で行うため時間がかかります。利用する場合は、早
めに請求書を送りましょう。

えびの市役所

近くの選挙管理委員会

○一時滞在地で行う不在者投票の流れ
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5
月
4
日
、
末
永
地
区
で
「
田

の
神
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

末
永
地
区
で
は
、
毎
年
こ
の
日
に

五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
地
区
内
に
あ
る

田
の
神
さ
あ
の
1
年
間
の
汚
れ
を

落
と
し
、
白
や
赤
、
黒
な
ど
の
ペ

ン
キ
で
化
粧
直
し
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
田
の
神

さ
あ
を
乗
せ
て
地
区
内
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ

う
と
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
写
真

愛
好
家
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

田の神まつり

五穀豊穣を祈って

　

4
月
18
日
、飯
野
麓
地
区
で「
え

び
の
市
イ
チ
ゴ
団
地
竣
工
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用

し
、
施
設
園
芸
品
目
（
イ
チ
ゴ
）

の
産
地
化
を
図
り
、
新
規
就
農
者

の
育
成
や
自
立
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
団

地
を
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

式
に
は
、
関
係
者
約
60
人
が
参

加
し
、
篠
原
え
び
の
市
イ
チ
ゴ
団

地
理
事
長
は
、「
ハ
ウ
ス
を
活
用

し
、
研
修
生
な
ど
を
受
け
入
れ
、

定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

えびの市イチゴ団地竣工式

イチゴの産地化を図る

　

4
月
30
日
、
文
化
の
杜
東
側
駐
車
場

で「
第
3
回
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
宮
崎
in
え

び
の
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
旧
名
車
の
良
さ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
宮
崎
in
え
び
の
実
行
委
員
会
が
行
っ

た
も
の
で
す
。

旧名車が勢ぞろい
第3回カーフェスタ宮崎inえびの

　

会
場
で
は
、
昭
和
の
名
車
約
１
０
０

台
の
展
示
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
外
か
ら
数
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
車

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
28
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
サ

テ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
in
え
び
の
『
徳

永
二つ

ぎ
お男 

魅
惑
の
タ
ン
ゴ
』」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
22
回
宮
崎
国
際

音
楽
祭
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
と
宮
崎
県
立

芸
術
劇
場
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で

最高級の演奏に拍手喝采
サテライト・コンサートinえびの

す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

４
０
０
人
が
訪
れ
、
徳
永
二
男
氏
・
京

谷
弘
司
氏
・
淡
路
七
穂
子
氏
・
田
辺
和

弘
氏
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
る
タ
ン
ゴ
の

調
べ
に
、
盛
大
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

　

5
月
7
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
劇
団
ど
く
ん
ご
『
愛
よ
り
速

く
2
号
』公
演
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

劇
団
ど
く
ん
ご
は
、
鹿
児
島
県

出
水
市
を
拠
点
に
、
自
前
の
劇
場

テ
ン
ト
で
全
国
を
旅
し
て
い
る
劇

団
で
す
。え
び
の
市
で
の
公
演
は
、

今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　

歌
や
踊
り
を
交
え
た
テ
ン
ポ
の

良
い
ポ
ッ
プ
な
劇
に
、
公
演
に
訪

れ
た
約
80
人
の
観
客
は
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、「
初
め
て
見
ま

し
た
が
、
と
て
も
面
白
く
て
楽
し

め
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

劇団どくんご「愛より速く 2 号」公演

手作りのテントで魅せる

　

4
月
9
日
、
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

で
「
え
び
の
高
原
山
開
き
」
が
行

わ
れ
、
登
山
愛
好
家
や
関
係
者
ら

約
1
2
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
え
び
の
高
原
全
体

を
P
R
し
よ
う
と
「
霧
島
山
安
全

祈
願
祭
」
か
ら
「
え
び
の
高
原
山

開
き
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

山
開
き
で
は
、
登
山
客
の
安
全

を
願
っ
て
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。神
事
終
了
後
は
、
韓
国
岳
・

甑
岳
・
え
び
の
岳
の
3
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ

れ
、
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第 1 回えびの高原山開き

登山客の安全を願って
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小学1年生の女の子の宿題は誰かに抱っこしてもらうこと
でした。父、母、祖父、祖父母、姉たちに次々と抱っこされ、

次の日学校では宿題1番でした。
　しかし宿題をしてこない人が何人かいて先生は前に出しま
した。そして一人一人を抱っこしてあげました。叱るでもない、
とがめるでもなく、親の代わりに抱っこしてくれた先生に心
温まる思いがします。
　そんな感動する教えがここに書かれています。

渡辺和子／著
（PHP 研究所）

朝起きて、夜眠りにつくまでの出来事をわかりやすい言
葉でつむいだ11篇の詩からなる絵本です。

　着替えたり、遊んだり、おやつを食べたり、お風呂に入っ
たり、子どもたちの日常にぴたっと寄り添う言葉たち。リ
ズムがよく、頭の中でイメージがふくらむので、いつの間
にか覚えて口ずさんでしまうほど。
　ぜひ、声に出して読んでみてください。

めのまどあけろ

谷川俊太郎／文　長新太／絵
（福音館書店）

◎お知らせ

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○ 応仁の乱 戦国時代を生んだ大乱　呉座 勇一 著　中央公
論新社
○ 茶趣の花ごよみ　武内 範男 著　里文出版
○ か「」く「」し「」ご「」と「　住野 よる 著　新潮社
○ 会社四季報 2017年2集春号　東洋経済新報社
○ 心をまっさらに、さらし期　銀色 夏生 著　KADOKAWA

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎6月のスケジュール
月間行事 特別整理期間（6月13日～ 22日）

2 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

3 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

5 月 休館日

7 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15

8 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55

9 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

10 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～

12 月 休館日

13 火
ブックスタート（1歳児に絵本配布）
※保健センターで行います

23 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

24 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

26 月 休館日

28 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

30 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

◎ 最近入ったお勧め本

幸せはあなたの心が決める

特別整理期間
図書館は、蔵書点検のため、以下の期間は休館となりま
す。利用者には、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
●期間＝6月13日（火）～ 22日（木）

土曜シネマ
●日時＝6月10日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「劇場版ムーミン」（子ども向け）
※内容が変更になる場合があります。

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

菜
の
花
に
紙
ふ
ぶ
く
ご
と
次
々
に

紋
白
蝶
生あ

れ
空
に
舞
い
ま
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
克
子

　
青
葉
風
の
渡
る
皐
月
の
道
の
辺
に
黄
の
菜
の
花
が
楚
々
と
し
て
揺
ら
ぎ
咲
き
満
ち
、
白
蝶
は

紙
ふ
ぶ
き
の
ご
と
群
れ
や
が
て
真
澄
の
高
空
へ
と
。作
者
は
ま
る
で
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
に
居
る

思
い
が
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。短
歌
と
は
、
詩
情
で
あ
り
、
創
作
で
あ
る
。す
ば
ら
し
い
詠
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌あ

行
か
ら
た
ど
る
名
前
や
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
伊
左
郎

　
顔
は
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
に
名
前
が
出
て
来
な
く
て
、
ア
行
か
ら
思
い
浮
か
べ
て
み
る
。記

憶
の
衰
え
に
は
逆
ら
え
な
い
と
、諦
め
な
が
ら
、、。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩ロ

ン
グ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
高
子

　
貴
方
は
ヒ
ー
ロ
ー
　
私
は
ヒ
ロ
イ
ン

夫
婦
と
言
う
　
大
舞
台

よ
く
も
ま
あ
　
飽
き
も
せ
ず
に
続
け
た
も
の
だ

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
　
浴
び
た
の
は

結
婚
式
の
時
だ
け
な
の
に

後
は
　
そ
の
場
そ
の
場
の
　
出
た
と
こ
勝
負

決
め
ら
れ
た
　
セ
リ
フ
は
一
切
な
し

泣
い
た
り
　
怒
っ
た
り
　
笑
っ
た
り

必
死
に
つ
と
め
て
　
今
二
人

振
り
返
る
と
　
懐
か
し
い
思
い
だ
け
が
蘇
る

こ
れ
か
ら
先
　
い
つ
ま
で
続
く
か
・
・
・

判
ら
な
い
か
ら
　
続
け
て
い
け
る

千
秋
楽
は
　
き
っ
と

幸
せ
の
中
で
　
泣
い
て
い
る
か
な
あ

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

小林市霧島市

霧 島 神 宮  
☎0995-57-0001

● 日時＝6月10日（土）午前9時～
● 場所＝霧島神宮
● 内容＝年間100回を超える祭典や毎日の御日供祭にお

供えされる、お米を作る斎田での御田植が行われます。
神事では田の神舞も奉納されます。

霧島神宮斎田御田植祭

小 林 市 商 工 観 光 課
☎23-1174

● 日時＝5月20日（土）～ 6月4日（日）午後7時～午後9
時

● 場所＝出の山公園
● 内容＝期間限定で多くのホタルが飛び交う水路を開放

します。雨天時は中止です。

出の山ホタル恋まつり2017
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体
重
（
脂
肪
）
が
減
ら
な
い
、
中
性

脂
肪
が
高
い
な
ど
の
人
は
、
夜
の
食
べ

方
で
改
善
が
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
？

　

夕
食
を
食
べ
る
と
ブ
ド
ウ
糖
の
多
く

が
肝
臓
と
筋
肉
に
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
（
ブ

ド
ウ
糖
の
塊
）
と
い
う
形
で
貯
蔵
さ
れ
、

寝
て
い
る
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
貯
蔵
で
き
る

グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
の
量
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
い
夕
食
や
夜

食
を
食
べ
て
、
す
ぐ
寝
る
生
活
を
し
て

血
液
中
に
糖
や
脂
肪
が
残
り
、
高
血
糖
、

高
中
性
脂
肪
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

体
脂
肪
、
内
臓
脂
肪
、
中
性
脂
肪
等

を
減
少
さ
せ
る
に
は
、
就
寝
前
の
夕
食

や
お
菓
子
な
ど
は
控
え
、
夕
食
か
ら
就

寝
ま
で
は
最
低
で
も
2
時
間
、
で
き
れ

ば
3
時
間
は
あ
け
る
こ
と
、
夕
食
を
食

べ
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。夕
食

が
遅
く
な
る
人
は
、
野
菜
が
多
め
の
食

事
を
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
、
夕

食
後
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
脂
肪
を
増

や
さ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

中
原
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

夕
食
の
食
べ
方
に
ご
注
意
を
！

い
る
と
肝
臓
や
筋
肉
に
貯
蔵
さ
れ
る
グ

リ
コ
ー
ゲ
ン
が
限
界
を
超
え
る
だ
け
で

な
く
、
貯
蔵
さ
れ
た
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
も

消
費
さ
れ
に
く
い
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
余
り
、
最
終
的
に
は
脂
肪
に
な
り

ま
す
。そ
の
結
果
、
体
重
が
増
え
た
り
、

内
臓
脂
肪
が
増
え
脂
肪
肝
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
過
程
に
は
イ
ン
ス

リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
使
わ
れ
、
イ

ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
い
人
や
う
ま
く
働

か
な
い
人
は
、
体
重
は
増
え
な
い
け
ど
、

【
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
】

・
う
ま
い
話
に
は
近
づ
か
な
い

・
勇
気
を
も
っ
て
断
る

・
買
う
前
に
、
家
族
や
知
人
に
相
談

・
印
か
ん
は
、
契
約
内
容
を
確
か
め
て

・
契
約
書
や
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る

・
困
っ
た
ら
相
談
窓
口
に
相
談

市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

　
　

　
　
　
文
：
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係

消
費
生
活
に
関
す
る
身
近
な
相
談
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
消
費
生
活

に
関
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
5
月
か
ら
消
費
生
活
相
談

員
の
巡
回
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談
員
が
、
消
費
生
活
に

つ
い
て
の
相
談
に
面
談
ま
た
は
電
話
で

応
じ
ま
す
。
小
林
市
、
高
原
町
の
窓
口

で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
販
売
や
契
約
に
関
す
る
こ
と
な

ど
消
費
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
え
び
の
市
の
相
談
日
】

［
相
談
日
］
毎
週
火
曜
日

［
相
談
時
間
］
午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
※
相
談
時
間
は
、
正
午
か
ら
午
後
1

時
を
除
き
ま
す
。

［
相
談
場
所
］
市
役
所
本
庁
市
民
環
境

課
生
活
環
境
係
窓
口

　

た
だ
し
、
相
談
員
が
不
在
の
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
し
て
か

ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

「JK ビジネス」は NO!

熱中症の予防対策

本格的な夏の暑さが続くのはまだまだ先ですが、
この時期の熱中症には警戒が必要です。

　「暑さに対する意識が低い」「体が暑さに慣れてい
ない」時期だからこそ熱中症にかかる危険性があり
ます。
　熱中症を予防するためには暑さに負けない体づく
りと暑さに対する工夫が必要です。熱中症は、高温
多湿な環境に身体が適応できないことで発生します。
熱中症予防対策として、糖分や塩分が含まれる水分
を取り、こまめな休憩を取りましょう。また、バラ
ンスの良い食事やしっかりとした睡眠をとり熱中症
にならない丈夫な体をつくりましょう。

J K ビ ジ ネ ス と は 、繁 華 街 を 中 心 と し た 女 子 高
生 等 に よ る マ ッ サ ー ジ 、会 話 や ゲ ー ム を 楽 し

ま せ る な ど の 接 客 サ ー ビ ス を い い ま す 。
　 J K ビ ジ ネ ス は 手 軽 な ア ル バ イ ト で は な く 、危
険 な ア ル バ イ ト で す 。女 子 高 生 等 が 客 か ら 児 童
買 春 等 の 被 害 に 遭 う ケ ー ス が 目 立 っ て い ま す 。

「 モ デ ル や タ レ ン ト に な り ま せ ん か 」な ど の 誘
い に だ ま さ れ な い よ う に し て く だ さ い 。
　 J K ビ ジ ネ ス を 見 か け た 場 合 や 路 上 で の ス カ
ウ ト 行 為 、つ き ま と い 等 を 受 け た 場 合 は 、え び
の 警 察 署 に 通 報 し て く だ さ い 。一 人 で 悩 ま ず に 、
す ぐ に 警 察 に 相 談 し て く だ さ い 。

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 3件 年 計 8件
救 急 62件 年 計 268件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

4月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年累計 26件
物 件 15件 本年累計 96件

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
支
え
合
い
事
業
や
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

集
ま
り
な
ど
の
場
を
借
り
て
、
介
護
予

防
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、
低
栄
養
予
防
、
認

知
症
予
防
、
転
倒
予
防
な
ど
、
皆
さ
ん

が
興
味
の
あ
る
こ
と
や
季
節
に
沿
っ
た

内
容
を
テ
ー
マ
に
し
て
話
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
話
の
あ
と
に
は
、
転
倒
・
腰

痛
・
認
知
症
予
防
の
体
操
や
簡
単
な
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
人
が
楽
し
く
、
話
し
た
内

容
を
一
つ
で
も
覚
え
て
帰
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
た
人
か
ら
は
、
予
防
教
室

の
内
容
を
覚
え
て
お
り
、「
低
栄
養
の

改
善
に
つ
な
が
り
助
か
っ
た
」「
こ
こ

で
教
わ
っ
た
体
操
を
家
で
や
っ
て
い
ま

す
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
い
人
は
、
各
自
治
会
等
で

対
象
者
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
25
‐
3
2
2
2
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
0
0
6
6
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
3
0
8
5（
え
び
の
涼
風
苑
内
）

　
文
：
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

各
地
区
で
介
護
予
防
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す

あんしんねっと

東部在宅介護支援セン
ター職員
大野祥照（おおのよし
てる）さん
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脳ドックを補助します

　市では、脳の疾患の早期発見、早期治療を目的として、
次の人を対象に脳ドックを実施します。受診する人に対
して、検査費用の一部を助成します。

対象者

えびの市に住所があって、平成 29 年 4 月
1 日から平成 30 年 3 月 31 日までに、41 歳、
46 歳、51 歳、56 歳、61 歳になる人。
ただし、次のいずれかに該当する人を除く。

・市税を納期までに完納していない人がい
る世帯の人

・国民健康保険税を納期までに完納してい
ない人がいる世帯の人

・特定健康診査、国民健康保険加入者対象
の人間ドックの受診者

・医療機関での脳疾患等治療中の人
・加入医療保険で補助制度のある人（ご確
認ください）

・受診日に、えびの市に住所のない人

定員
120 人程度（ただし、定員に達し次第、受付
終了）

申込期間・場所

6 月 1 日（木）～ 6 月 5 日（月）
市役所本庁 1-1 会議室
午前 8 時 30 分～午後 7 時

6 月 6 日（火）～ 12 月 22 日（金）
市健康保険課医療保険係窓口
午前 8 時 30 分～午後 5 時

受診期間 6 月 1 日（木）～平成 30 年 1 月 31 日（水）

持参するもの

認め印鑑（本人のもの）、健康保険被保険者
証（生活保護世帯の人は除く）、特定健康診
査受診券（国民健康保険の人のみ）または
健康診査受診票（生活保護世帯の人のみ）
※ 5 月末に送付

自己負担費用

12,234 円（ 受 診 費 用 37,234 円 － 市 補 助 額
25,000 円）
脳ドック受診の際にお支払いください。
※生活保護世帯の人は無料。

検査項目
頭部 MRI、頭部 MRA、頸部エコー、問診、診察、
BMI、血圧、血液検査、尿検査など

【受診できる医療機関】
えびのセントロクリニック☎ 33-5777、池田病院☎ 23-3535、
園田病院☎ 22-2221、野尻中央病院☎ 44-1141

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
申・問市健康保険課 市民健康係

☎35-1116（直通）

人間ドックを補助します

　市では、国民健康保険加入者を対象に、健康診査（人
間ドック）を実施します。

対象者

35 歳～ 74 歳までの国民健康保険加入者
（ただし、市税および保険税を納期までに全

額納付している世帯の人 ※申し込み時に納
税状況を確認する同意書を書いていただき
ます）

定員 300 人（ただし、定員に達し次第、受付終了）

申込期間・場所

6 月 1 日（木）～ 6 月 5 日（月）
市役所本庁 1-1 会議室
午前 8 時 30 分～午後 7 時
6 月 6 日（火）～ 12 月 22 日（金）
市健康保険課医療保険係窓口
午前 8 時 30 分から午後 5 時

受診期間 6 月 1 日（木）～平成 30 年 1 月 31 日（水）

持参するもの
認め印鑑（世帯主のもの）・国民健康保険被
保険者証（対象者のもの）・特定健康診査受
診券（40 歳以上の人のみ）

自己負担費用

8,163 円（ 受 診 費 用 33,163 円 － 市 補 助 額
25,000 円）
人間ドック受診の際にお支払いください。
※平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31
日の間に 40 歳になる人については無料（全
額補助となります）。

検査項目
胸部レントゲン、胃透視または胃カメラ、便
潜血、貧血検査、心電図、特定健診と同じ検
査項目

注意事項

・特定健康診査、脳ドックの重複受診はでき
ません。

・40 歳以上の人は、申し込みの際、5 月末に
郵送する特定健診受診券（黄色）を回収しま
す。

【受診できる医療機関】
えびの市立病院☎ 33-1023、えびのセントロクリニック☎ 33-
5777、えびの第一クリニック☎ 33-0148、若葉クリニック☎
33-3838、前田医院☎ 35-1151、京町共立病院☎ 37-1011、渡
辺医院☎ 37-1109

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

軽自動車税グリーン化特例（軽課）
が2年間延長になりました

　平成29年度税制改正により、軽自動車税のグリーン化特
例（軽課）が2年間の延長および基準の見直しがなされまし
た。初度検査年月日（新車登録日）が平成29年4月から平成
31年3月までの軽自動車で一定の燃費基準性能等の基準
を満たす車両が対象です。
　なお、軽課の適用はこれまで同様、対象車両の取得（購
入）年度の翌年度の軽自動車税のみとなります。

現行（初度検査年月日が平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月
31 日取得車両）
電気自動車等 75％軽減
平成 32 年度燃費基準 +30％達成

50％軽減
平成 32 年度燃費基準 +20％達成
平成 32 年度燃費基準 +10％達成

25％軽減
平成 32 年度燃費基準達成

　　　　　　　　　　　　
税制改正後（初度検査年月日が平成 29 年 4 月 1 日～平成 31
年 3 月 31 日取得車両）
電気自動車等 75％軽減
平成 32 年度燃費基準 +30％達成 50％軽減
平成 32 年度燃費基準 +20％達成

25％軽減
平成 32 年度燃費基準 +10％達成
平成 32 年度燃費基準達成 軽減なし

問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

中小企業大学校受講料を補助しま
す

　市では、市内に事業所を有する中小企業の事業主また
は従業員の人が、経営に必要な知識を習得するために中
小企業大学校（人吉校）の研修を受講し修了された場合
に、予算の範囲内において受講料の一部を補助します。

【補助対象者】市内に事業所を有する中小企業の事業主
または従業員

【補助金の額】受講者1人当たり2万円（受講料が2万円に
満たない場合はその額）※1企業当たり年間4万円を限度
とします。
　受講内容については、中小企業大学校人吉校のホ－ム

ペ－ジ（ http://www.smrj.go.jp/inst/hitoyoshi/ ）をご覧
ください。
申・問市観光商工課 企業誘致・商工振興室
☎35-3727（直通）

サトイモの疫病対策をお願いします

　近年、サトイモの疫病が続いています。疫病を防ぐ対
策をお願いします。

・発病前から予防剤を定期的に散布しましょう。
・疫病発生を確認したら、速やかに治療薬を散布しましょ
う。発生が広がってからでは、治療薬でも被害を抑える
ことはできません。

・防除効果を上げるために、展着剤を加用しましょう。
・薬散作業で入る通路を決め、作業による病害の拡大を
抑えましょう。
　薬剤等の詳細については、以下にお問い合わせくださ
い。
問市畜産農政課 農産園芸係 
☎35-3744（課直通）
問JAえびの市農産園芸課
☎33-5756
問西諸県農業改良普及センター 
☎23-5105

労働に関する相談を受け付けます

　宮崎県労働委員会では、労働者と使用者との間に生じ
た職場のトラブル（パワハラ、賃金未払い、解雇等）につ
いて、随時相談に応じています。相談は、無料で秘密は
厳守します。

【受付日時】月曜から金曜（祝日、年末年始は除く）午前
8時30分～午後5時15分

【対象者】県内の事業所に勤務する労働者および使用者
【場所】宮崎県労働委員会事務局（県庁3号館 6階）
【相談方法】電話、面談、ファックス、インターネット
（ https://shinsei.pref.miyazaki.lg.jp/sTOWP2lZ ）
申・問宮崎県労働委員会 事務局
☎0985-26-7538　FAX 0985-20-2715
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道 の 駅 えび の の 4周 年 記 念イベ ントの 取 材 に 行 きま
し た 。ラン チ の 時 間 に は、行 列 が で きる ほ ど、賑

わっていました 。（ 東 ）

サ テライトコンサートの取 材に行きました 。開 場前か
らすご い 行 列で、プロの 素 晴らしい演 奏 に、皆 さん

聴き入っていました 。（ 久保 田 ）

人　口 19,053人（前月比+248人）

男性／ 9,035人（ +209人）　女性／ 10,018人（ +39人）

転入／ 348人　転出／ 80人
出生／ 8人　死亡／ 28人

世帯数 8,693世帯（前月比+282世帯）
（平成29年5月1日現在）

E
d
ito

r's

きをしてください。
　詳しくは、市福祉事務所子育て支援係にお問い合わせく
ださい。
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

「九州エコライフポイント」夏の節電
活動参加者募集

　地球温暖化対策のため、家庭での節電活動に取り組む
参加者を募集します。参加申込み後、電気の検針票（写
し可）を送っていただくと、抽選により、道の駅、スー
パー、コンビニなどで使用できるポイント券や九州各地
の特産品が当たります。

【募集期限】7月21日（金）
【節電活動期間】7月～ 9月 ※この期間の3カ月分の「電

気ご使用量のお知らせ（検針票）」を提出してもらいます。
【申込方法】参加申込書に必要事項を記入のうえ、ポイン

ト運営管理事務局へ郵送、ファックス、電子メールなど
でお申し込みください。また、九州エコライフポイント
ホームページ（ http://q-ecolife.com/ ）からもお申し込
みできます。
申・問ポイント運営管理事務局（日本トータルテレマー
ケティング株式会社）
〒860-0844 熊本県熊本市中央区水道町8-6 朝日生命ビ
ル11F
☎0570-087-335　FAX 0570-666-612
E-mail:info@q-ecolife.com

建設労働者訓練生を募集

　宮崎県建築業協会では、深刻な人材不足に陥っている

建設労働者の育成・確保を図るため、訓練生を募集します。

コース名 訓練期間 訓練日数 申込期限

塗装 6 月 5 日（月）
～ 7 月 6 日（木） 24 日 5月22日（月）

内装 6 月７日（水）
～ 6 月 30 日（金） 18 日 5月22日（月）

とび・土工 7 月 10 日（月）
～ 8 月 4 日（金） 20 日 6月22日（木）

型枠 8 月 17 日（木）
～ 9 月 15 日（金） 20 日 7月31日（月）

【実施場所】宮崎市内訓練施設等
【対象者】未就職者、離転職者、新卒者、未就職卒業者な

どの求職活動中で宮崎県内での就職を希望する者
【定員】各コース5人
【費用】職業訓練費用、宿泊・交通費、資格取得費、すべて

無料 ※食事代は自己負担
申・問一般社団法人宮崎県建築業協会 建設労働者緊急育
成支援事業担当 黒木
☎0985-65-5864

コンビニ交付サービスを一時休止し
ます

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビニ交付
サービスを休止します。休止中は全ての証明書等の取得は
できませんので、ご注意ください。

【更新作業日】6月3日（土）、13日（火）
【時間】午後5時30分～午後11時
申市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

◎ 今月の 表 紙
　 4 月16 日、道 の 駅 え び の で4 周
年 記 念イベントが 行わ れました 。イ
ベントで は、バ ンド演 奏 やフラダ ン
ス、カラオケ が 披 露 さ れました 。こ
の 日 は、暖 か か っ た た めソ フト ク
リーム が 飛 ぶ ように 売 れて いまし
た 。

平成29年度農業用機械免許資格取
得促進研修を開催します

　県立農業大学校で、以下のとおり研修会が開催されま
す。

【研修内容・期間】
研修内容 研修期間

農 耕 用 限 定 大 型 特
殊免許取得

7 月 18 日（火）～ 7 月 25 日（火）
7 月 26 日（水）～ 8 月 1 日（火）
12 月 20 日（水）～ 12 月 26 日（火）

農耕用限定けん引
免許取得

平成 30 年 1 月 17 日（水）～ 1 月 23
日（火）
平成 30 年 1 月 24 日（水）～ 1 月 30
日（火）

【研修場所】県立農業大学校の農業機械教室および運転
練習コース

【受講資格】18歳以上65歳以下の者であって、次の（ 1）
から（ 7）に該当する者。65歳を超える者について必要
と認められる場合、別途協議します。

（1）以下のいずれかに該当する者。
①認定農業者（法人・個人）および認定計画に位置づけら
れた構成員
②認定新規就農者
③農業者が組織する集落営農組織の構成員、農作業の受
託を主に行う農作業サービス事業組織（農作業受託組織、
コントラクター組織等）の構成員

（ 2）平成28年度「農作業安全研修」受講済の者または平
成29年度同研修を受講できる者。

（ 3）普通免許を有する者。ただし「けん引」研修は、大型
特殊免許（農業用限定を含む）が必要。

（4）各研修期間の全日程への参加が可能である者。
（5）適性試験合格基準を満たす者。
（ 6）合格の際、指定日時に免許センターにて免許証交付

を受けることができる者。

（ 7）市町村長が上記の全てを満たす者として推薦できる
者。

【申込方法】申請書類に必要事項を記入のうえ、市畜産農
政課に提出してください。

【申込期限】6月16日（金）
【その他】定員を超える場合は選考になります。選考結果

は直接申込者に通知します。
研修費用は無料ですが、免許試験時に係る経費は自己負
担となります。
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-3744（課直通）

児童手当 ｢現況届｣ の提出をお願い
します

　児童手当は、中学校修了までの児童を養育している人に
支給されます。6月分以降の児童手当等を受けるには「現
況届｣ の提出が必要です。この現況届は、6月1日における
状況を記載し、手当を引き続き受けられる要件があるかど
うかを確認するためのものです。
　現況届の提出がない場合は、受給資格があっても6月分
以降の手当が受けられなくなりますので、指定する日に必
ず手続きを行ってください。

【受付日および会場】

期日 場所

6 月 7 日（水）・
8 日（木） 飯野地区コミュニティセンター

6 月 9 日（金） 真幸地区コミュニティセンター

6 月 1 日（木）～
6 月 30 日（金）

市役所本庁 2 階 福祉事務所子育て支
援係窓口

【受付時間】午前9時～午後5時
※現況届の用紙が届いてから6月末までに受付会場で手続

今月の納税

軽自動車税 全期
5月31日（水）までに納めましょう。
口座振替は25日（木）まで。
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写真：ミヤマキリシマの蜜を吸うジャコウアゲハ（撮影：平成28年5月17日）

甘い香り　ツツジとの共演
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